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令和６年の労働災害発生状況（令和7年1月末現在速報値）
※詳細は別掲資料参照。コロナ感染による災害件数を除きます

死亡災害2件（前年比▲2） 死傷災害351件（同▲25件6.6%）

●死亡災害は前年より減少して2件となったが、2件とも「墜落、転落」によるもの。
「墜落、転落」による労働災害は、前年と比較して15件（ 49件うち死亡0件 → 
64件うち死亡2件 ）、約3割の大幅な増加となった。

令和７年の労働災害発生状況（1月末現在速報値）
※詳細は別掲資料参照。コロナ感染による災害件数を除きます

死亡災害0件（前年比▲1） 死傷災害24件（同＋10件71.4%）

●前年同時期と比較して約7割の大幅な増加となり、特に「転倒」による労働災害
が6割増加（ 5件 → 8件 ）した。

福島県最低賃金を守っていますか 時間額955円
最低賃金額未満の賃金は違法です！

労働安全衛生関係の一部の手続の電子申請が義務化されました
2025年1月1日より以下の手続について、電子申請が原則義務化されています

• 労働者死傷病報告（事業の附属寄宿舎内での災害報告含む）
• 総括安全衛生管理者/安全管理者/衛生管理者/産業医の選任報告
• 定期健康診断結果報告
• 心理的な負担の程度を把握するための検査結果等報告
• 有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
• 有機溶剤等健康診断結果報告
• じん肺健康管理実施状況報告

上記についての電子申請は、
「労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス」

(https://www.chohyo-shien.mhlw.go.jp) をご利用ください。

年度末に向けた労働災害の防止について
ー労働災害防止のための基本的対策を再確認しましょうー

いわき署管内における毎年1月～3月の労働災害（平成20年～令和6年累計）は、

「転倒 26%」、「墜落、転落 17%」、「はさまれ、巻き込まれ 13%」、

「動作の反動、無理な動作 10%」と、4つの型で労働災害全体の約7割を占
めています。
第14次労働災害防止計画2年度目の締めくくりに当たり、これらの型の労働災害

防止について、基本的対策の再確認をお願いします。

厚生労働省労働基準局

広報キャラクター たしかめたん

https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/content/contents/001972763.pdf
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